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●２０２４年は市民パワーで、要求実現と川崎市政の転換を！

川崎民主市政をつくる会は、1 月 23 日に幹事会を開き、市民との共同を大きく広げ、市民要求の

実現をめざすことを 2024 年の最重要課題と決めました。

<市民に冷たい福田市長の「行財政改革」の暴走を止めよう>

2021 年市長選で、過去最高得票を獲得した、3 期目福田市政は、「福祉切り捨て、大企業優先の

再開発」を加速しています。

「川崎市総合計画第 3 期実施計画」と「行財政改革第 3 期プログラム」を市議会多数派の賛同を

得て、次々と実行してきました。

特に、2023 年第 3 回市議会での「喘息患者医療費助成制度」と「小児喘息患者医療費支給制

度」の廃止決定と、第 4 回市議会での「市民館・図書館への指定管理者制度導入」決定は、市民

多数の反対の声を切り捨てた暴走の最たるものです。

しかし、福田市政の暴走に対抗する市民の共同の運動は、昨年、大きく広がりました。

「まちづくり・環境運動川崎市民連絡会」には、9 の市民団体が参加し、ぜんそく患者の切り捨て反

対と市民不在の再開発反対の運動を粘り強く展開しました。



「いのちと暮らしを守る川崎市民連絡会」には、10 以上の市民団体がネットワークをつくり、情報を

共有し、学びあい、共同を進めています。

＜市民からの「福田行政改革」への反撃が始まっています。＞

1 月 18 日、市議会健康福祉委員会では、「行財政改革第 3 期プログラム」の中で、「検討」と明記

した「重度障害者医療費助成事業」が審議されました。

この制度は、重度障がい者の保険医療の自己負担額を川崎市が助成します。

川崎市、この制度を見直し、新たに所得制限や年齢制限の導入を検討しています。

これに対し、NPO 法人が制度の存続をもとめる陳情を提出し、全会一致で採択されました。

市民の切実な願いを受け止め,採択した市議会議員に拍手を送ります。

＜要求で一致する共同を大きく広げ、市民要求の実現をめざす１年に＞

現在、市議会では、「継続審議」の請願がいくつもあります。

なかでも、「教職員の欠員をなくし、長時間労働をなくすことを求める請願」と、「学校給食費の無

料化を求める請願」は、それぞれ１万名を超える市民が賛同していますが、市議会では採択には

至らず、今後の推移を見守るとなっています。

２月１３日からの第１回市議会定例会は、２０２４年度川崎市予算が審議されます。継続審議の請

願や陳情の要求を予算に反映させるためには、多くの市民の運動が緊急に必要です。

川崎民主市政をつくる会は、第 1 回幹事会の決定に基づき、次の行動をみなさんによびかけます。

・川崎市議会の前に、市議会各会派に要求実現の申し入れを行いましょう。

・記者クラブへも積極的に情報提供を行いましょう。

・議会開会日の２月１３日（火）１２時から市役所庁舎前で要求実現集会を開きます。

・議会に積極的に陳情や請願を提出しましょう。市議会傍聴に行きましょう。

これらの行動の具体化のために、2 月 7 日 17 時 15 分より、いのちと暮らしを守る川崎市民連絡会

オンライン交流会を開きます。

ミーティング ID: 247 279 0410

パスコード: 4JqYyP*



市民の皆さん、ぜひ、声をあげましょう。行動しましょう。

川崎民主市政をつくる会・新事務局長　　市古博一

■学校をハラスメントのない職場に

メルマガ 98 号（2023 年 11 月 24 日号）では、11 月 1 日各新聞社が一斉に報じた「市立夢見ケ崎

小での前校長のパワハラ懲戒処分」に関する記事を発信しました。

その報道から 2 か月、川崎の学校はどうなっているのでしょうか。

今回は、川崎市教職員連絡会（職員団体）の取り組みを紹介します。

教職員連絡会は、機関紙「ほんりゅう川崎」昨年 12 月号で、「学校をハラスメントのない職場に」の

特集をし、全学校に配布しました。

特集では、「ハラスメント」の実例を 10 項目にして紹介しました。

1. 人格否定や差別的な発言をされた

2. 怒鳴られた、感情的な叱責を受けた

3. 子どもや保護者の前で叱責や大声で注意された

4. 時間外労働（残業や休日出勤）を強制された

5. 仕事の失敗を執拗に追求、非難された

6. 仕事の内容を執拗にチェックされた

7. 何度も仕事のやり直しを命じられた

8. 意図的に仕事を与えられなかった

9. 年休など正当な権利を認められない

10. 性格や身体の特徴を取り上げてなじる

そして、次のように紙面で呼びかけました。

『みなさんの職場では、このような行為を受けたり、見聞きしたりしたことはありませんか。

このような行為を許していては職場は暗くなり、気持ちよく働くことはできません。

 パワハラのない明るい職場をつくるために声をあげましょう。

行政にも相談窓口、通報制度があります。利用しましょう。

教職員連絡会にも、相談窓口を作ります。困ったこと、許せないと思ったことを連絡してください。」

 

すると、さっそく数件の相談が寄せられました。



相談内容は、どれも、勤務校の校長による「人格否定の発言」「感情的な叱責」「仕事の失敗を執

拗に追求、非難」「何度も仕事のやり直し」等により、メンタルを病んで休職になったという深刻なも

のでした。

さらに、退職にまで追い込まれた先生もいました。

教職員連絡会では、担当者を決めて、市の相談窓口である市教育委員会職員部人事課に通報

し、ハラスメント被害者が直接安心して訴えられるように連絡会役員も同席しました。

次に、人事課担当者による「当該校長」の調査を実施させました。校長への調査が不十分なため、

再調査を求めたケースもありました。

こうした経過を経て、事実認定をし、市教委の「ハラスメント防止に関する要綱」第 7 条の「人事管

理上適切な措置」を求めました。

この取り組みを通して、痛感したことがあります。

ハラスメント苦情相談窓口が、市教委職員部人事課では、苦情を訴える教職員に寄り添った対応

に限界があることです。

川崎では、職員部と学校長の双方向の人事異動は少なくありません。

これでは、管理職のパワハラに対し、公平でかつ厳しい対処は難しいのです。

ハラスメントをなくすには、相談窓口の制度的な改革が緊急に必要です。

しかし、私たちは、制度改革を強く求めるとともに、パワハラに悩む先生たちの「かけこみ寺」として、

現制度の中でできる最大限の努力をし、被害者たちを支援していきます。

苦情相談は、メールでいつでも受け付けています。

川崎市教職員連絡会　メール　renrakukai@ae.auone-net.jp

▲お知らせコーナー

☆ 第 14 回たちばな寄席

2/4(日)13 時開場 13 時半 開演

会場 かわさきゆめホール

 参加費：500 円

連絡先 044-411-8379（中島）

主催 玉川 9 条の会



☆いのちと暮らしを守る川崎市民連絡会「オンライン交流会」

 2/7（水）17 時 15 分～19 時

参加 Zoom ミーティング

 ミーティング ID: 247 279 0410

 パスコード: 4JqYyP

☆市議会開会日・市民要求実現アクション

2/13（火）12 時~13 時

場所 川崎市役所前

主催 いのちと暮らしを守る川崎

市民連絡会

連絡先 市古博一 090-7830-8030

☆ 川崎臨海部の脱炭素を考えるフォーラム

2/13(火)14 時~16 時 

ステーションコンファレンス川崎　 Room  D

定員 160 人 会場 80 人・オンライン 80 人

主催 川崎市地球温暖化防止活動

推進センター 044-813-1313

申込方法 下記申込フォームより

会場参加

オンライン参加

☆2023 年度地球市民講座

映画「荒野に希望の灯をともす」上映

講演 中村医師を支えた看護師 藤田千代子さん

3 月 23 日（土）開演 12：50 国際交流センター

先着 200 名 参加費 1000 円

 申し込み　044-4355-7000

主催 かわさき国際交流民間団体協議会 後援 川崎市

☆ゆめシネマ「ハマのドン」

2/24(土 ①) 9 時　② 11 時半　③ 14 時



会場：かわさきゆめホール

一般：1000 円

障がい者：500 円

学生以下：200 円

無連絡：+500 円

申込み：044-433-3003（かわさきゆめホール）

cinema@kawasakiyume.com

詳細はこちら

主催：ゆめホールシネマ倶楽部

★編集後記

吉田清治氏による「日本軍が朝鮮半島で慰安婦狩りをやった」という話は、「虚偽である」ということ

で決着が付いています。

時と場所に矛盾があり、本人が虚偽証言だと言ってしまったので、歴史資料としての価値は地に

落ちてしまいました。

しかし、調子に乗って少し話を盛ったにせよ、旧日本軍が「慰安所」を作り、朝鮮半島の若い女性

を性奴隷とした事実は揺るぎません。

また、全くの創作であったかというとそうでもなく、断片的な事実を繋ぎ合わせ、本人が特定されな

いよう気遣いもしている。

日本の戦争責任資料センター事務局長上村聡氏の論考が興味深い

群馬の森朝鮮人追悼碑が群馬県により強制撤去が始まりました。

「本追悼碑の存在が論争の対象で、街宣活動や抗議活動といった紛争の原因となるため市民公

園にふさわしくない」というのが県の主張。

歴史修正主義者からの攻撃におもねる行為で、不当です。

相模原市では、人権条例案が公表されましたが、条例案作成に先立って市人権施策審議会が提

出した答申の趣旨を骨抜きにしてしまったと市民団体から抗議が殺到しています。

ゆめホールシネマ倶楽部は 4 月に映画「雪道」を上映します。

朝鮮人労働者の強制連行、慰安婦狩りなど、考えて見たら吉田証言の描いた世界です。

6 日間のロングランを予定、2 月 20 日 18 時からゆめホールにて試写会。



実行委員を募集しています。

歴史修正主義との闘いは、文化芸術活動から。（Y)

☆☆チェンジかわさき！☆☆

川崎民主市政をつくる会

〒211-0011 中原区下沼部 1880

お問い合わせ

mailmag@newkawasaki.jp

公式ホームページ

https://newkawasaki.jp

☆☆チェンジかわさき！☆☆

配信を希望されない方は以下をクリックしてください。

自動的に登録を解除します。

https://my922p.com/User/cancel_mail/fMwwpqj4/5Wx6cczK9gEf?mail=talosxxx%40gmail.com

 

誤って登録解除した場合、以下までご連絡ください。

mailmag@newkawasaki.jp


